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 青少年健全育成関連事業 令和２年度実施状況 

（若者女性協働推進室 所管分） 

 

１ 個性や主体性を発揮して自立した活動ができる「環境づくり」 

取組項目 実  績（見込み） 

(1) 「いわて希望塾番

外編」の実施 

 

 

 

【目  的】岩手の良さや理想の岩手について考え、表現し、共有すること

を通して、岩手への興味・関心を高め、積極的に「地域づくり」

を担おうとする気持ちにつなげる。 

【実施期間】10月20日（火）～12月20日（木）※作品募集期間 

【対 象 者】県内の中学生 

【内  容】中学生が思う岩手の良いところや希望する岩手の姿について端 

的に表現した「つぶやき」を募集する。 

審査により、優秀と認められた作品はＨＰに掲載。また、応募  

全作品を冊子にまとめて、これまでの希望塾でのグループディス

カッションのまとめとともに、県内の中学校へ配布して共有する。 

【応募総数】407点    

 

【参考】 

「いわて希望塾」 

※ 新型コロナ感染

症拡大の影響によ

り、今年度は中止と

したもの。 

 

【目  的】積極的に岩手の復興や地域づくりを担おうとする、心豊かで 

意欲に満ちた人材の育成 

【開催日等】11月23日(金)～11月25日(日)  

岩手県沿岸地域、岩手県立陸中海岸青少年の家 

【対 象 者】県内の中学生(塾生)、青年サポーター(研修支援者) 

【内  容】 

① 塾長メッセージ（知事講話）、塾長（知事）との対話 

② 先輩塾生によるパネルディスカッション 

③ フィールドワーク 

④ グループディスカッション 等  

 

(2)「わたしの主張岩

手県大会」の開催 

【開催日等】９月16日(水)  滝沢市（ビッグルーフ滝沢） 

【参 加 者】出場者：中学生17名（県内16の地区大会の代表者等） 

参集者：無聴衆で実施。（運営事務局・出場者等99名） 

【結 果 等】最優秀賞 「生き続ける」 

盛岡市立下橋中学校 ３年 鈴木 凜 さん 

(3)「青少年なやみ相

談室」の開設 

【相談時間】9:00～16:00（月・木は9:00～20:00） 

【概  要】青少年活動交流センターにおいて、青少年や保護者からの様々

な悩みや青少年活動に関する相談に対応（電話、面談、メール） 

【相談件数】４月～11月 723件(※11月末) 

(4)困難を抱える青少

年（ニート等）への

支援 

【事 業 名】いわて若者ステップアップ支援事業（業務委託） 

【概  要】厚生労働省の「地域若者サポートステーション事業」と連携し、

セミナー開催やアウトリーチ（訪問型支援）、ジョブトレーニング

（就労体験）など、社会的な自立に向けた支援を実施。 

【実施状況】セミナー等参加者:延べ 293 人、アウトリーチ:11 件、ニート相

談件数2,479件〔サポステ報告〕（※いずれも10月末現在） 
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２ 愛着を持てる「地域づくり」 

取組項目 実  績（見込み） 

(1)「いわて家庭の日」
運動の実施 

毎月第３日曜日を「いわて家庭の日」とし、啓発チラシの配布や絵画ポス

ターコンクール等による普及啓発を実施 

(2)「いわて親子・家
庭フォーラム」の開
催 

【盛岡会場（いわて県民情報交流センター「アイーナ」）】 

「いわて親子フェスティバル」 

10月４日(日)一般県民等3,129名（延べ人数）、青少年ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ 87名が参加 

・内容：「くぼたまさと工作ショウ・工作教室」 

「段ボール迷路」「遊びリンピック」等、21の体験コーナを実施 

(3) 青少年（育成）団
体の活動支援 

青少年活動交流センターを拠点として、青少年（育成）活動のための情報

や活動場所を提供 

 
 
 
 
３ 青少年を事件・事故から守る「環境づくり」 

取組項目 内  容 

(1)「青少年を非行・
被害から守る県民
大会」の開催 

【目  的】７月、８月の「青少年の非行・被害防止県民運動」の機運を高 

めるため、県内の青少年育成関係者を対象に実施 

【開催日等】７月15日(水)、小田島組☆ほ～る 

【参加状況】県内の青少年育成関係者及び一般県民：476名 

         （来場参加176名、資料・動画視聴参加300名） 

【そ の 他】(公社)岩手県青少年育成県民会議との共催 

(2)青少年環境浄化対
策の実施 

【青少年環境浄化審議会の開催】 

 ① 役  割  不健全図書類の審議・指定等（隔月開催） 

② 委 員 数  ７名（青少年育成、女性団体、ＰＴＡ、学術、教育、報道、業界団体の各分野から選出） 

③ 指定状況  図書24冊（R2.4～R3.1） 

【立入調査員の配置】 

① 教育事務所・振興局等に配置した立入調査員による自動販売機設置場所

（32箇所87台･･･12月末現在）及びその他販売場所の調査 

② 立入調査結果に基づく図書販売業者等への指導 

(3)青少年育成委員の
配置 

【役  割】県内各地域における不健全環境等青少年問題の実態把握等 

【配置状況】 156名（中学校及び義務教育学校区ごとに1名ずつ配置） 

(4)少年（補導）セン
ターとの連携 

 県内15市町に設置されている少年（補導）センターの指導や活動状況の取

りまとめ 
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(5)「メディア対応能
力養成講座」の開催 

【目  的】青少年の保護者や地域の育成指導者を対象として、青少年のイ 

ンターネット利用環境や危険性、ネット依存への理解を深め、育 

成環境浄化を図る。 

【開催状況】 

① 県北広域・・11月 １日（月） 二戸地区合同庁舎  

② 沿岸広域・・11月24日 (火） 陸前高田市コミュニティセンター  

③ 県南広域・・12月 ３日（木） 北上市生涯学習センター 

④ 県央広域・・12月10日（木） いわて県民情報交流センター（盛岡） 

参加総数192名（来場参加62名、資料・動画視聴参加130名） 

 
 
４ 若者が活躍できる「環境づくり」 

取組項目 実  績（見込み） 

(1)いわて若者カフェ
の設置 

【概  要】県内外から講師を招き、参加者との意見交換等を行う「カフェ

ミーティング」などのイベントの開催や、インターネットによる

動画配信など、岩手の若者の交流・情報発信の拠点として、県公

会堂地下に「いわて若者カフェ」を設置。 

【開催状況】 

 ① カフェミーティングの開催 年15回程度 

 ② 若者交流ミーティングの開催 年５回程度 

 ③ わいわいトーク（ニコニコ生放送）の配信 年４回程度 

 ④ いわて若者交流ポータルサイト（コネクサス）による情報発信 随時 

(2)いわてネクストジ
ェネレーションフ
ォーラム 2020 の開
催 

【目  的】若者の発想と行動力による新たな形での若者同士の交流やネッ

トワークの拡大を促進し、地域活動や文化芸術活動など、様々な

分野で活躍している若者の発表及び交流イベントの開催により、

若者の活躍を後押しするもの。 

【開催状況】 

 ① 日 時 11月７日（土）～８日（日） 

 ② 会 場 プラザおでって、オンライン配信 

 ③ 参加者 5,349人（WEB閲覧含む） 

 ④ 内 容 一般出演者によるステージ発表、ブース出展、講演、パネル

ディスカッション、地方創生アイディアコンペ、動画配信等 

(3) 若者の活動に対
する資金面での支
援 

【概  要】地域課題の解決や元気創出に資する独創的、先進的な事業を実

施する若者グループに対して補助金を交付。 

【実施事業】 

 ① いわて若者アイディア実現補助（上限30万円×10件） 

 ② 若者文化振興事業費補助（上限100万円×４件） 

 

 


